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児童文学史家 M・O・グレンビーは児童文学にもイギリス文学史で言われる

「キャノン（正典）」による「偉大な伝統」が形成されてきたと言う。大学の

英文学科で児童文学の授業や研究が行われる際に必ず取りあげられる、いわゆ

る「名作」の歴史である。それに対し、本書が目指すのはそれとは異なるもう

一つの「イギリス児童文学史」の試みである。すなわち、いわゆる「名作」と

して今日まで知られているもの以外に、どのような本が、どのような時代に、

どれほど、どのように読まれたかが問いとなる。（中略）それらの忘れ去られ

た著者の、あるいはその名さえ示されていない文字通り無名の著者の本が、な

ぜ、当時は多くの子供や大人たちに大好評をもって受け入れられたのか。その

問いに答えることが本書の目的である。（「序論」より） 
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